


広報あち 平成２６年４月号

３　 村長退任のごあいさつ・就任のごいさつ

４　 国民健康保険ご加入の方へ　－７０歳～７４歳の窓口負担見直しについて－

５　 今冬の大雪で被災された農家の皆様へ

６　 平成26年度　農作業標準労賃・機械作業料金

７　 過去2年間に国民年金保険料の未納期間がある方へ

８　 副村長の選任、村職員等・教職員　人事異動

９　 阿智村「ふるさと大使」を委嘱

１０　 阿智村消防団　平成26年度幹部体制・消防ポンプ自動車を更新しました

１１　 この4月から、新生児「にこにこ訪問」が始まります・叙勲・キクイモの新たな可能性を求めて

１２　 村の健康診断を受けましょう

１５　 こんにちは 自立生活支援センターです（No.9）

１６　 阿智高だより（No,41）

１７　 フォト・リポート・猫にエサだけを与えている方へ

１８　 戸籍の窓

　　 ○表紙の写真【花桃まつり】
毎年4月下旬から5月上旬にかけて、月川温泉郷　花桃の里で行われ、赤・白・ピンクの3色の花桃は約
5000本あり、花が咲き誇る景色のグラデーションは圧巻です。　昨年は約30万人の観光客が訪れまし
た。本年は4月19日～5月11日の開花期間で行われます。なお、期間中は交通渋滞が予想されます。ご
迷惑をおかけしますが、ご協力をよろしくお願いします。

－平成26年４月号－

阿智村長　熊　谷　秀　樹

　私たちの阿智村にも、桜やはなももが咲き誇り、四季を通した美しい花で村民や訪れる方

の目を楽しませてくれています。

　さて、私が村長としてお世話になり、２か月が経ちました。その間に村政懇談会等で多く

の皆様からご意見を頂きました。今後、さらに若い世代から幅広い年代の皆様にご意見を聞

いて、村政に反映していきたいと思っています。今後、高齢者クラブの皆様や婦人会、子育

て中のお母さん方、ＰＴＡ、保護者会、各種団体等の小グ

ループで呼んで頂ければ、お伺いして今後の村について、気

楽に語り合いたいと思っています。住民一人ひとりが主役の

この阿智村の輝く未来のために！

　ご希望の方は役場総務課へ（日程調整させて頂きます）

－多くの村民の皆さんの声を！－
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こ
の
た
び
任
期
満
了
に
て
村
長
の
職
を

辞
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
六
年
八
月
阿
智
村
役
場
に
奉

職
し
て
以
来
五
十
二
年
余
そ
の
間
村
長
を

四
期
十
六
年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

皆
様
に
は
、
こ
の
間
あ
ら
ゆ
る
面
で
ご

指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
皆
様
方
の

お
支
え
が
な
か
っ
た
ら
長
き
に
わ
た
る
職

務
を
曲
が
り
な
り
に
も
務
め
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
も
の
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

私
が
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
半
世
紀

に
及
ぶ
間
、
阿
智
村
は
大
き
く
変
容
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

三
六
災
害
か
ら
見
事
に
立
ち
上
が
り
、

統
合
中
学
校
の
建
設
、
企
業
誘
致
、
高
速

道
路
の
開
通
、
温
泉
の
湧
出
等
そ
の
都
度

そ
の
都
度
、
村
の
皆
様
が
知
恵
を
出
し
合

���

�����

い
今
日
の
村
を
作
り
上
げ
て
き
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
歴
史
の
中
で
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
私
に
と
り

ま
し
て
何
よ
り
の
宝
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
十
年
二
月
か
ら
は
、
村
長
と
し
て

皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
先
人
の
残
し

て
い
た
だ
い
た
村
を
さ
ら
に
住
み
よ
い
村

と
す
べ
く
「
一
人
ひ
と
り
の
人
生
の
質
を

高
め
ら
れ
る
持
続
可
能
な
村
」
を
目
指
し

て
住
民
主
体
の
村
を
住
民
の
皆
様
と
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

国
の
経
済
が
下
降
線
を
た
ど
る
中
で
何

と
か
自
立
で
き
る
村
を
目
指
し
て
様
々
な

取
り
組
み
を
皆
様
と
共
に
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
浪
合
、
清
内
路
と
の
合
併
等
も

そ
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
私
の
力
な
さ
で

十
分
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
な
い
も
の
も
あ

り
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
迷
惑

や
ご
不
快
な
思
い
を
お
か
け
し
た
こ
と
も

多
々
あ
り
お
許
し
い
た
だ
い
き
た
い
と
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

幸
い
意
欲
あ
ふ
れ
る
若
い
村
長
を
ご
選

出
い
た
だ
き
、
リ
ニ
ア
時
代
を
見
越
し
た

夢
の
あ
る
村
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
で
き
ま

し
た
こ
と
は
何
よ
り
の
喜
び
と
感
じ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

阿
智
村
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
村
民
皆

様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
二
十
六
年
度
の
阿
智
村
政
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
私
も
初
登
庁
し
て
か

ら
二
か
月
半
が
た
ち
、
そ
の
間
に
初
議
会

を
経
験
し
、
村
政
懇
談
会
等
で
村
民
の
皆

様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

私
が
公
約
で
掲
げ
た
村
づ
く
り
、「
村

民
主
体
の
村
づ
く
り
」「
産
業
振
興
・
観

光
立
村
の
村
」「
子
供
た
ち
に
夢
の
あ
る

村
」「
安
心
安
全
の
村
」
は
ぶ
れ
る
こ
と

な
く
少
し
づ
つ
平
成
二
十
六
年
度
の
事
業

計
画
に
盛
り
込
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

役
場
本
庁
事
務
所
も
老
朽
化
し
て
い
ま

す
の
で
改
装
し
、
秋
頃
に
は
村
民
の
皆
様

が
入
り
や
す
い
親
し
み
の
あ
る
空
間
に
さ

ら
に
生
ま
れ
変
わ
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

阿
智
村
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
他
市
町
村
に

は
な
い
制
度
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
是
非

���

�����

村
民
の
皆
様
に
は
こ
れ
ら
を
よ
く
理
解
し

て
頂
い
て
、
不
明
な
点
は
職
員
が
説
明
に

参
り
ま
す
の
で
、
有
効
に
村
の
制
度
を
利

用
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

県
下
二
番
目
に
若
い
村
長
と
し
て
、
頼

り
な
い
か
と
存
じ
ま
す
が
、
逆
に
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
よ
く
、
若
さ
を
い
か
し
て
皆
様
の

ご
意
見
を
聞
き
に
参
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
し
、
村
民
の
皆
様
の
目
線
に
立
っ
た

村
政
を
心
が
け
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
連
休
中
に
は
三
十
万
人
が
訪

れ
る
は
な
も
も
が
綺
麗
に
咲
き
誇
り
ま
す
。

日
本
一
の
星
空
の
村
と
し
て
全
国
的
に
も

売
出
し
中
で
す
。
他
に
も
魅
力
い
っ
ぱ
い

の
阿
智
村
は
私
た
ち
が
誇
れ
る
素
晴
ら
し

い
村
で
す
。
村
が
村
民
の
た
め
に
何
が
で

き
る
か
。
村
民
が
村
の
た
め
に
何
が
で
き

る
か
。
こ
れ
ら
を
う
ま
く
調
和
し
て
、
皆

さ
ん
と
共
に
い
い
村
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
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　70歳から74歳の方の窓口負担は、法律上2割となっていますが、特例措置でこれまで1割負担とされて

いました。平成26年度から、より公平な仕組みとするため、この特例措置が見直されることとなりました。

　見直しに当たっては、高齢の方の生活に大きな影響が生じることのないよう、平成26年4月2日以降70

歳の誕生日を迎える方から段階的に実施されることとなりました。

国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険ごごごごごごごごごご加加加加加加加加加加入入入入入入入入入入のののののののののの方方方方方方方方方方へへへへへへへへへへ国民健康保険ご加入の方へ
70歳～74歳の被保険者に係わる窓口負担見直しに関するお知らせです

お問い合わせ：民生課保健係（電話　43－2220　内線：241）
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今今今今今今今今今今冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬のののののののののの大大大大大大大大大大雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪でででででででででで被被被被被被被被被被災災災災災災災災災災さささささささささされれれれれれれれれれたたたたたたたたたた農農農農農農農農農農家家家家家家家家家家のののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆様様様様様様様様様様へへへへへへへへへへ今冬の大雪で被災された農家の皆様へ
　今冬の大雪により被害を受けた農業用ハウスなどの撤去・復旧・修繕を支援します。すでにハウスを撤去され

た方や再建された方でも対象になる場合があります。内容は次のとおりですが、本事業については、国の実施要

綱等が調整中であるため、支援内容等が変更になる場合があります。

 1   撤去費用の支援

　撤去費用は、下記の国の基準単価に施設の面積をかけた額又は実際の支払額 のうちいずれか低い方を国・県・

村で助成します。

 2   再建（復旧・修繕）費用の支援

　倒壊した農産物の生産に必要な施設（農業用ハウス、育苗施設、農作業用施設（資材庫・格納庫含む））を建

て直す費用の最大9割までを国・県・村で助成します。

・補助の対象は被災した施設と同程度の施設の復旧・修繕です。

・耐用年数が経過した施設の復旧・修繕も対象となります。

・復旧・修繕の際に、併せて自己負担で強度の向上、規模拡大を行うことも可能です。

 3   助成対象者・要件

�������	
��
�

①被災施設等について村長の被災証明が必要です。

②販売をしている農家で、営農を再開・継続することが条件です。

�������	
��
�����

①被災状況がわかる写真

②自分で撤去する場合の工事日誌（作業者名、作業時間等）、現場写真等

③自分で復旧・修繕する場合の資材等の見積書(できる限り3者以上)、契約書、納品書、請求書等

④業者に撤去・復旧・修繕を発注する場合の見積書(できる限り3者以上)、契約書、納品書、請求書等

������

平成26年度中に事業が完了するものが対象となります。

園芸施設共済に加入している場合は、国の補助金から共済支払金の国庫補助金相当額（支払共済金の1/2）

が減額されます。

制度の詳細については、阿智村役場ふるさと整備課農政係までお問い合わせください。

お問い合わせ：ふるさと整備課農政係（電話　43－2220　内線：226）

＜国の基準単価＞　　　　　　　　　　　　

○被覆材がガラスのハウス 1,200円／�

○被覆材がプラスチックで骨材が鉄骨のハウス 880円／�

○被覆材がプラスチックで骨材が鉄骨でないハウス 290円／�

○畜舎 4,500円／�

○自力撤去 110 円／�
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１．食事は、労務者持ちとします。
２．１日の労働時間は、実働8時間とします。

（単位：円）

摘 要賃 金単 位作業別種類

8001時間一 般 作 業
稲  
作

8001時間田 植 作 業

◎散布機持ち込み1,6001時間防 除 作 業

8001時間一 般 作 業畑作

1,6001時間せ ん 定 作 業
果  
樹

8501時間花 付 け 作 業

8001時間一 般 作 業

◎農作業労賃

摘 要標準労賃・機械作業料金単 位作業別種類

◎労務受託者のみ1,6001時間機械オペレーター

◎15cm耕起を基準とする。
　面積3アール以下のほ場については、20%増しとする。
◎代かきはあげ代を条件とする。

8,50010a耕 起 の み

12,50010a代 か き の み

10,00010a田 植 作 業

◎結束ひも付き
◎倒伏田・軟弱田は20%増しとする。

10,00010aバ イ ン ダ ー

◎補助者は委託者が手配する。
◎倒伏田・軟弱田は20%増しとする。

23,00010aコ ン バ イ ン

◎面積3アール以下のほ場については、20%増しとする。10,50010aハ ー ベ ス タ ー

◎玄米　水分18％未満600
1俵乾 燥 の み

◎玄米　水分18％以上900

◎技術者付き。
◎20俵以下は20%増しとする。

9001俵も み す り

◎農薬は委託者持ち3,50010aＳ ・ Ｓ 防 除 作 業

◎燃料・機械は委託者持ち1,5001時間草 刈 り 作 業

◎機械作業料金

（単位：円）

【阿智村農業委員会】

摘 要賃 金単 位機 械 名

◎耕起のみ　ロータリー付き5,00010a乗 用 ト ラ ク タ ー

◎歩行型は半額位5,00010a乗 用 型 田 植 機

5,00010aバ イ ン ダ ー

5,00010aハ ー ベ ス タ ー

3,00010a乗 用 モ ア

◎農業機械貸付け料金

摘 要賃 金単 位

6001箱残 苗

◎残苗料金

※燃料は借受者持ちとする。

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成22222222226666666666年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度 農農農農農農農農農農作作作作作作作作作作業業業業業業業業業業標標標標標標標標標標準準準準準準準準準準労労労労労労労労労労賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃・・・・・・・・・・機機機機機機機機機機械械械械械械械械械械作作作作作作作作作作業業業業業業業業業業料料料料料料料料料料金金金金金金金金金金平成26年度　農作業標準労賃・機械作業料金

お問い合わせ：ふるさと整備課農政係（電話　43－2220　内線：226）



�広報あち 平成２６年４月号

�������	
��
�����������������

���������	
��
�����������������
	� !�"#�$%���

�������	
��
���	�

�������	
��
������	�������������� !"#

�������	
��
�������
������������	
��
���������

�������	
��
�	��������

�������	
��
����������
��
������������ �!"

��������	
���
����������

��������	
��
������������������������� !"#$%�

�������	
��
�������������
�������

��������	
��
����������
�������������������
�

�������	
��
��������������������� !"#$�%&'(

�������	
��
����������������������
 

��������

���������	
��
������������
��������� 

　　　　　　日本年金機構　飯田年金事務所　　電話  0265－22－3641
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任
期
満
了
に
伴
い
、
佐
々
木
幸
仁
前
副

村
長
が
退
任
し
、
新
た
に
山
内
常
弘
副
村

長
が
、
平
成
二
十
六
年
二
月
十
八
日
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
退
任
（
任
期
満
了
）

　

佐
々
木　

幸
仁

副
村
長
の
選
任

村
職
員
等
（　

）内
は
旧
任

人人人人人人人人人人人人人人人人
事事事事事事事事事事事事事事事事
異異異異異異異異異異異異異異異異
動動動動動動動動動動動動動動動動

人
事
異
動

〈
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
〉

【
総
務
課
】

▽
副
参
事
課
長　

牛
山　

明
彦
（
課
長
）

▽
熊
谷　

宏
（
長
野
県
市
町
村
課
派
遣
）

▽
長
野
県
地
域
振
興
課
派
遣　

岩
嶋　

遼

教　

職　

員

【
民
生
課
】

▽
課
長
兼
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長

　

近
藤　

明
人　
（
課
長
兼
住
民
係
長
）

▽
課
長
補
佐
福
祉
係
長　

山
口　

修
二

　
（
出
納
室
課
長
補
佐
税
務
係
長
）

▽
授
産
所
係
長　

井
原　

祐
次

　
（
ふ
る
さ
と
整
備
課
上
下
水
道
係
長
）

▽
健
康
増
進
係
長　

井
原　

成
城

　
（
健
康
増
進
係
長
事
務
取
扱
）

▽
住
民
係
長
事
務
取
扱　

原　

江
利
子

▽
小
林　

要
子
（
臨
時
的
任
用
）

【
ふ
る
さ
と
整
備
課
】

▽
上
下
水
道
係
長　

大
下　

修
身

　
（
地
域
経
営
課
定
住
促
進
係
長
）

▽
大
嶋　

大
地　
（
兼
地
域
経
営
課
）

【
地
域
経
営
課
】

▽
課
長
兼
経
営
企
画
係
長　

井
原　

清
登

　
（
経
営
企
画
係
長
）

▽
課
長
補
佐
清
内
路
振
興
室
長

　

原　

恵
子
（
清
内
路
振
興
室
長
）

▽
定
住
促
進
係
長　

川
上　

悟

　
（
協
働
活
動
推
進
課
広
報
係
長
）

▽
係
長
兼
阿
智
村
観
光
協
会
・
阿
智
開
発

公
社
派
遣　

菱
田　

直
樹

　
（
係
長
兼
阿
智
村
観
光
協
会
派
遣
）

▽
浪
合
振
興
室
別
荘
担
当　

小
笠
原　

寛

　
（
民
生
課
浪
合
授
産
所
長
）

▽
川
村　

真
（
長
野
県
温
暖
化
対
策
課
）

▽
浪
合
振
興
室
長　

園
原　

一
吉

　
（
再
任
用
）

【
協
働
活
動
推
進
課
】

▽
広
報
係
長　

塩
澤　

満
（
地
域
経
営
課

浪
合
振
興
室
係
長
別
荘
担
当
）

【
出
納
室
】

▽
課
長
補
佐
税
務
係
長　

松
井　

徳
彦

　
（
課
長
補
佐
保
育
園
長
）

【
保
育
園
】

▽
課
長
補
佐
保
育
園
長　

塩
澤　

英
明

　
（
民
生
課
課
長
補
佐
福
祉
係
長
兼
自
立

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
）

あ
ふ
ち
保
育
園

▽
主
任
保
育
士　

島
岡　

佐
喜
子

　
（
新
規
採
用
）

▽
平
林　

の
ぞ
み
（
智
里
東
保
育
園
）

▽
金
田　

結
香
（
臨
時
的
任
用
）

▽
張
山　

早
紀
（
臨
時
的
任
用
）

▽
長
瀬　

緑
（
臨
時
的
任
用
）

伍
和
保
育
園

▽
主
任
保
育
士　

田
中　

智
絵

　
（
浪
合
保
育
園
主
任
保
育
士
）

▽
井
原　

葵
（
新
規
採
用
）

▽
田
中　

悦
子

　
（
臨
時
的
任
用　

あ
ふ
ち
保
育
園
）

智
里
東
保
育
園

▽
林　

綾
美

　
（
臨
時
的
任
用　

あ
ふ
ち
保
育
園
）

浪
合
保
育
園

▽
主
任
保
育
士　

桐
生　

由
美

　
（
伍
和
保
育
園
主
任
保
育
士
）

▽
原　

知
秋
（
臨
時
的
任
用
）

清
内
路
保
育
園

▽
主
任
保
育
士　

川
手　

か
ね
子

　
（
あ
ふ
ち
保
育
園
主
任
保
育
士
）

▽
遠
山　

君
江

　
（
臨
時
的
任
用　

浪
合
保
育
園
）

【
教
育
委
員
会
】

▽
公
民
館
係
長　

小
松　

剛

　
（
公
民
館
係
長
事
務
取
扱
）

▼
退
職
者
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▽
園
原　

一
吉

　
（
企
画
参
事
兼
浪
合
振
興
室
長
）

▽
佐
藤　

博
子（
あ
ふ
ち
保
育
園
栄
養
士
）

▽
小
池　

隆
代

　
（
清
内
路
保
育
園
主
任
保
育
士
）

▽
千
國　

花
甫
（
あ
ふ
ち
保
育
園
）

▼
長
野
県
派
遣
終
了（
三
月
三
十
一
日
付
）

▽
折
竹　

博
（
総
務
課
企
画
調
整
幹
）

<
>

 

転
出 
　
（　

）
内
は
新
任
校

【
阿
智
第
一
小
学
校
】　
　

▽
教
頭　

鈴
木　

雅
幸

副村長

山 内 常 弘
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阿
智
村「
ふ
る
さ
と

 
大
使
」を
委
嘱

[
]

　
（
長
野
市
芹
田
小
学
校 
教
頭 
）

▽
中
津　

勝
義
（
退
職
）

▽
塩
澤　

義
邦
（
松
川
中
央
小
学
校
）

▽
今
井　

紘
紹
（
退
職
）

▽
後
藤　

真
知
子
（
退
職
）

　
　

[
]

 
阿
智
第
二
小
学
校 　
　

▽
河
西　

勉
（
伊
賀
良
小
学
校
）

▽
胡
桃
澤　

和
美
（
退
職
）

▽
今
井　

治
美
（
阿
智
第
三
小
学
校
）

　
　

[
]

 
阿
智
第
三
小
学
校 　
　

▽
校
長　

坂
巻　

敏
夫
（
定
年
退
職
）

▽
北
原　

加
奈
子
（
松
尾
小
学
校
）

▽
八
木　

麻
子
（
下
久
堅
小
学
校
）

▽
若
林　

美
貴
子

　
（
茅
野
市
茅
野
東
部
中
学
校
）

　
　

[
]

 
浪
合
小
学
校 　
　

▽
教
頭　

山
内　

伸
治

　
（
伊
那
市
伊
那
東
小
学
校
（
教
頭
））

▽
土
橋　

謙
一
（
上
郷
小
学
校
）

▽
小
柳　

由
香
（
飯
田
養
護
学
校
）

　
　

[
]

 
清
内
路
小
学
校 　
　

▽
教
頭　

片
瀬　

月
子

　
（
千
代
小
学
校
（
校
長
））

▽
大
峽　

広
和
（
下
條
小
学
校
）

▽
荻
原　

知
子
（
長
野
市
芹
田
小
学
校
）

▽
長
峯　

一
生
（
和
合
小
学
校
）

▽
桐
生　

芙
美
（
高
森
中
学
校
）

　
　

[
]

 
阿
智
中
学
校 

▽
教
頭　

高
嶋　

義
人

　
（
箕
輪
町
箕
輪
中
学
校
（
教
頭
））

▽
林　

伸
圭
（
松
川
町
松
川
中
学
校
）

▽
長
尾　

光
子
（
泰
阜
中
学
校
）

▽
中
塚　

俊
彦
（
定
年
退
職
）

▽
三
ツ
井　

信
行

　
（
小
布
施
町
小
布
施
中
学
校
）

▽
中
島　

和
幸
（
竜
峡
中
学
校
）

▽
櫻
井　

貴
美
子
（
喬
木
第
一
小
学
校
）

　
　

＜

転
入＞

　
（　

）
内
は
前
任
校

﹇
阿
智
第
一
小
学
校
﹈　
　

▽
教
頭　

櫻
井　

洋

　
（
南
信
教
育
事
務
所
（
指
導
主
事
））

▽
武
田　

克
俊
（
鼎
小
学
校
）

▽
北
原　

か
ほ
る
（
上
郷
小
学
校
）

▽
熊
谷　

拓
子
（
松
尾
小
学
校
）

▽
北
原　

直
美
（
鼎
小
学
校
）

　
　

﹇
阿
智
第
二
小
学
校
﹈　
　

▽
両
角　

明
浩
（
座
光
寺
小
学
校
）

▽
齋
藤　

由
紀
子
（
大
鹿
中
学
校
）

▽
鎌
倉　

圭
祐
（
箕
輪
町
箕
輪
中
学
校
）

　
　

﹇
阿
智
第
三
小
学
校
﹈　
　

▽
校
長　

水
出　

一
寛

　
（
岡
谷
市
岡
谷
小
学
校
（
教
頭
））

▽
内
田　

健
太
郎（
須
坂
市
相
森
中
学
校
）

▽
塩
澤　

真
理
（
松
尾
小
学
校
）

▽
今
井　

治
美
（
阿
智
第
二
小
学
校
）

　
　

﹇
浪
合
小
学
校
﹈　
　

▽
教
頭　

池
田　

信
三

　
（
木
曽
町
日
吉
小
学
校
（
教
頭
））

▽
小
久
保　

真
之
（
松
尾
小
学
校
）

▽
佐
藤　

怜
子
（
佐
久
市
野
沢
小
学
校
）

　
　

﹇
清
内
路
小
学
校
﹈　
　

▽
教
頭　

�
木　

正
彦

　
（
上
郷
小
学
校
（
教
頭
））

▽
石
井　

初
音
（
伊
賀
良
小
学
校
）

▽
嶋
田　

裕
平
（
売
木
小
学
校
）

▽
今
牧　

渉
（
根
羽
小
学
校
）

▽
下
平　

陽
子
（
山
本
小
学
校
）

　
　

﹇
阿
智
中
学
校
﹈　
　

▽
教
頭　

平
出　

保

　
（
諏
訪
実
業
高
校
定
時
制
（
教
頭
））

▽
細
井　

秀
幸
（
塩
尻
市
塩
尻
中
学
校
）

▽
入
邊　

真
美
（
緑
ヶ
丘
中
学
校
）

▽
中
島　

美
和
子
（
高
陵
中
学
校
）

▽
関
口　

善
弘
（
伊
那
市
東
部
中
学
校
）

▽
小
山　

泰
司
朗

　
（
名
古
屋
市
川
名
中
学
校
）

▽
小
林　

芳
博
（
旭
ヶ
丘
中
学
校
）

　

本
村
の
豊
か
な
歴
史
と
自
然
、
文
化
等

の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
本
村
の
村
づ
く
り
の
た
め
の
提

言
、
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
情
報
提
供
を

う
け
る
た
め
、
本
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る

方
々
に
、
阿
智
村
「
ふ
る
さ
と
大
使
」
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
沖
縄
県
沖
縄
市
に
お
住
ま
い

の
島
田　

茂
さ
ん
に
新
た
に
ふ
る
さ
と
大

使
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

島
田
さ
ん
は
飯
田
市
出
身
で
阿
智
高
校

を
卒
業
、
現
在
、
沖
縄
市
で
ち
む
わ
ざ
歯

科
を
開
業
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
「
沖
縄
ち
む
わ
ざ
の
会
」
の
会

長
と
し
て
青
少
年
少
女
の
健
全
育
成
活
動

を
し
て
お
り
、
阿
智
村
と
沖
縄
市
の
交
流

の
橋
渡
し
役
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

　

�
四
三－

二
二
二
〇
（
内
線
二
七
〇
）



��広報あち 平成２６年４月号

三
月
十
六
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
館
に
お

い
て
平
成
二
十
五
年
度
年
度
末
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
苦
労
頂
い

た
二
十
四
名
の
幹
部
・
団
員
が
退
団
し
、

田
中
征
秀
団
長
の
下
、
新
た
に
十
二
名
の

新
入
団
員
を
迎
え
、
平
成
二
十
六
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度
四
月
一
日
現
在
、
団

員
数
二
三
一
名
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
団
活
動
は
、
火
災
を
始
め
と
す
る

風
水
害
な
ど
の
発
災
時
の
対
応
は
も
ち
ろ

ん
、
普
段
か
ら
の
防
火
や
大
地
震
に
備
え

て
の
予
防
消
防
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
生
命
、
財
産
は
自
ら
の
力
で

守
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
、
地
域
住
民

の
責
務
と
し
て
、
対
象
年
齢
に
な
ら
れ
て

い
る
方
は
、
消
防
団
に
入
団
し
て
頂
き
、

一
緒
の
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
、
女
性
消
防
団
員
五
名
も
一
緒
に

活
動
し
て
お
り
、
女
性
消
防
団
員
の
入
団

も
大
歓
迎
で
す
。

阿
智
村
消
防
団

平
成
二
十
六
年
度
幹
部
体
制

副 団 長

水野修二

▼
平
成
二
十
六
年
度
幹
部
は
次
の
と
お
り

団 　長

田中征秀
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第
１
分
団
長　
　

佐
藤　

大
介

　

第
２
分
団
長　
　

林　
　

祐
行

　

第
３
分
団
長　
　

上
原　

優
太

　

第
４
分
団
長　
　

園
原　

頼
太

　

第
５
分
団
長　
　

加
藤　

晋

　

第
６
分
団
長　
　

熊
谷　

和
秀

　

弟
７
分
団
長　
　

佐
々
木　

伸
充

　

第
８
分
団
長　
　

櫻
井　

勇
人

　

第
１
副
分
団
長　

増
井　

貴
弘

　

第
２
副
分
団
長　

東
谷　

隆
治

　

第
３
副
分
団
長　

熊
谷　

良
和

　

第
４
副
分
団
長　

木
下　

正
之

　

第
５
副
分
団
長　

玉
井　

喬

　

第
６
副
分
団
長　

熊
谷　

俊
亮

　

第
７
副
分
団
長　

後
藤　

広
孝

　

第
８
副
分
団
長　

櫻
井　

宏
司

　

旗　
　

手　
　
　

原　
　

大
輔

　

本
部
部
長　
　
　

田
中　

清
隆

　

技
術
部
長　
　
　

熊
谷　

直
樹

　

喇
叭
部
長　
　
　

石
原　

栄
一
郎

　

救
護
部
長　
　
　

井
原　

大
地

　

誘
導
部
長　
　
　

芦
澤　

友
和

消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の

充
実
強
化
を
目
的
に
、
平
成
二
十
五
年
度

緊
急
防
災
減
災
事
業
を
活
用
し
、
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
の
更
新
を
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
車
両
は
第
二
分
団
へ
配
備
さ
れ
ま

す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課
消
防
防
災
係

�
四
三－

二
二
二
〇
（
内
線
二
七
二
）

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を

更
新
し
ま
し
た

�������	



��広報あち 平成２６年４月号

保
健
師
の
新
生
児
二
ヶ
月
訪
問
の
際
、

子
育
て
支
援
員
が
一
緒
に
お
伺
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
命
の
誕
生
を
祝
い
、
こ
れ
か
ら

子
ど
も
さ
ん
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
く
仲

間
と
し
て
お
顔
つ
な
ぎ
に
出
向
き
ま
す
。

お
め
で
と
う
カ
ー
ド
や
子
育
て
に
役
立

つ
資
料
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
離
乳
食
用
の

フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
プ
ー
ン
）
も
お
届
け

し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
室

�
四
五－

一
二
三
二

田
中
良
一
さ
ん
（
荒
谷
）
が
、
旭
日
單

光
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
は
、
旧
浪
合
村
の
村
議
を
五

期
二
十
年
務
め
、
三
代
の
村
長
と
共
に
、

観
光
開
発
な
ど
旧
浪
合
村
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
、
今
回
の
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し

た
。 こ

の
四
月
か
ら

新
生
児
「
に
こ
に
こ
訪
問
」

が
始
ま
り
ま
す

叙　

勲



��広報あち 平成２６年４月号

阿智村の皆さん、健康診断を受けていますか？
体重のこと、血圧のこと、血液のこと・・・健診は自分の体を数字で見ることのできる大切な機会です。
去年の自分と今の自分を比較してみませんか。そこから5年後、10年後の自分が見えてきます。

村の健康診断・前立腺がん検診・C型肝炎検査申し込み方法
6月に各家庭に申込み用紙が郵送されます。
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◆村の健診の対象となる方◆

◆健診内容◆
身長、体重、腹囲、血圧測定、眼底検査
血液検査（血糖値、中性脂肪、コレステロール、肝機能、腎機能など）

◆39歳以下の方
会社等で健診を受ける機会はありますか？保険の種類に関係なく受けられます。この機会にぜひ受けましょう。

◆40～74歳（国保の方）
　6月頃に受診券を配布します。
　　国民健康保険以外の方
　　　加入されている社会保険等から健診の案内が届きますので、案内に従って受診しましょう。
　　　村の健診を希望される方は保健師までご相談下さい。

◆75歳以上の方
　かかりつけの病院はありますか？ご希望の方はお申込み下さい。
　なお、伍和診療所と浪合診療所で個別に健診を受けられますので、ご利用ください。

　

①人間ドック受診者に補助があります。
【交付内容】検査料の7割相当額まで、上限は3万円です。
　（任意で追加された検査料は除きます）

②病院での個別健診を1,000円で受診できます。　
【交付内容】病院の窓口にて2,500円お支払いいただき、申請
により1,500円補助します。

【①②申請時持ち物】保険証、領収書、印鑑、健診結果表、通
帳など振込先のわかる物
※6月以前に個別で受診、人間ドックを予定されている方
は、保健師までご連絡下さい。

村補助自己負担国保以外の方国保の方

5,804円1,000円○○39歳以下

5,724円無料○○75歳以上

5,804円1,000円×○40～74歳

――NEW!!――
今年から39歳以下の方も眼底検査

が受けられます。
自己負担は変わりません。
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よろしくお願いします。

～国民健康保険に加入されている方へ
補助があります～
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胃検診・大腸がん検診（30歳～）
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子宮がん検診（20歳～75歳）
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乳がん検診
◇マンモグラフィー検査�������	
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平成２６年度集団検診日程 平成２６年度集団検診日程 

3月に検診を申し込まれた方には検診時期に合わせ、受診票をお送りします。 

前立腺がん検診（50歳～）
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�がん検診を受ける目安�
胃がん・大腸がん… →40歳を過ぎたら１年に１回
前立腺がん………… →50歳を過ぎたら１年に１回
子宮がん…………… →20歳を過ぎたら２年に１回
乳がん……………… →40歳を過ぎたら２年に１回

ヘリカルCT肺がん検診（40歳～）
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結核検診（65歳以上）
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��������
Q1.  眼底検査で何がわかる？
　眼底の血管は人間のからだの中で直接観察

できる唯一の場所です。

　網膜はく離や緑内障など眼の病気だけでな

く、血管の状態から動脈硬化なども発見でき、

生活習慣病の検査としても有効です。

Q2.  どんな検査をする？
　眼底カメラを使って、眼底の様子を鮮明な

カラー写真で撮影します。

　痛みを伴わない簡単な検査です。

�������	
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��広報あち 平成２６年４月号

　自立生活支援センターは、阿智村で暮らす、高齢者・障がいをお持ちの方

とそのご家族、また近隣の方々のための「なんでも相談窓口」です。
　皆さんがいつまでも健やかに住み慣れた阿智村で生活していけるよう、保

健師・主任介護支援専門員・社会福祉士・介護福祉士が一緒に考えます！

たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたとととととととととととととととととととととととととととととととととえええええええええええええええええええええええええええええええええばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばこここここここここここここここここここここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななななななななななななななここここここここここここここここここここここここここここここここことととととととととととととととととととととととととととととととととででででででででででででででででででででででででででででででででで困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっったたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたらららららららららららららららららららららららららららららららららたとえばこんなことで困ったら・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

こここここここここここここここここここここここここここここここここのののののののののののののののののののののののののののののののののほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかにににににににににににににににににににににににににににににににににもももももももももももももももももももももももももももももももももこのほかにも・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

家族のこと・・・

○離れて住んでいるひとり暮ら

しの父が心配なのですが、な

かなか様子を見に行けませ

ん・・・

○母の介護をしていますが、つ

い声を荒げてしまいます･･･

介護のこと・・・

○家族の介護が必要になっ

たのですが、どうすれば

いいですか？

○介護保険制度の事が詳しく

聞きたいです。

健康のこと・・・

○最近足腰が弱くなり、寝

たきりへの不安があります。

○ひとり暮らしで、持病も

あり、急に具合が悪くなっ

たらと、とても不安です。

お金や財産管理のこと・・・・・・

○最近物忘れするようになり、お金の

管理に自信がなくなってきました。

頼れる身内もいません・・・

○悪質な訪問販売の被害にあってしま

い、どうしたら良いかわかりません

近所の高齢者のこと・・・・・・

○最近顔を見かけなくなった高齢者がいますが、ひ

とり暮らしなので心配です・・・

○近所の高齢者が虐待をされているようなのです

が、どうしたらいいですか？

�������	
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������

よろしくお願いします。

「どこに相談すればいいのか分からない」

「こんなことを聞いていいのかしら？」というお悩

みも、お気軽にご相談ください。

　場所　阿智村役場庁舎1階④番窓口

　直通電話　4444444455555555－－－－－－－－1111111111111111444444440000000045－1140　（24時間）
まずはお電話下さい。お宅へ訪問して詳しくお話を

うかがいます。
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「大いに学び　堂々と生きよ」平成26年度始まる
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新任職員紹介　（4月より“チーム阿智”に加わった教職員です。よろしくお願いします。）
国語　　　教諭　　　　河野　友美　①（新採・京都女子大学）

地歴公民　教諭　　　　木下　俊英　②（岡谷南高校）

保健体育　教諭　　　　荒木志勇人　③（新採・埼玉大学）

　　　　　常勤講師　　宮島　和也　④（新採・千葉大学）

英語　　　教諭　　　　関川　浩平　⑤（飯田風越高校）

　　　　　教諭　　　　小林　勝男　⑥（新採・東北大学）

　　　　　非常勤講師　林　　依歩　⑦（阿南高校・下伊那農業高校）

行政　　　事務長　　　滝澤　眞人　⑧（企業局水道事業係）

～神坂学習塾～　　【目標】大学進学と、地域社会に貢献できるリーダーの育成を目指します。

（１）開設期間　通年
（２）開講時間　午後4時00分～午後8時00分
（３）開講教科　国語・数学・英語3教科
（４）講　　師　常勤講師1名（教科指導及び学習コーディネイト）
             　　　  学習ボランティア6名（外部希望者）
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【１学年担任紹介】チームワークの良い担任団です
　これからの3年間が 生徒にとって充実し、それぞれの進路希望が実現
できるように全力を尽くします。学校教育と家庭教育は、車の両輪と言
われます。学校と家庭が常に連絡を取り合いながら教育活動を進めてい
きたいと思います。本校の教育活動にご理解とご協力をよろしくお願し
ます。

モニュメントは、東山道第一の難所「神坂
峠」を西に望む丘の上に建てられました。神
坂学習塾の「目標を高く持ち、その道程が、
たとえ厳しいものであっても強く自らの進路
を一歩一歩確実に切り拓いていってほしい」
という願いに由来しています。
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① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧
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広報あち 平成２６年４月号
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